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限りある資源を大切に使うために、使用済みの製品を資源として再生させる。
そこに新たな価値を付加し、再び社会に送り出す。
その循環のプラットフォームを構築し、自らプレイヤーとして価値を創出する。
そして未来に向けて、持続可能な社会の実現に力強く貢献し、循環の輪を広げていく。

人と社会と地球のために、循環をデザインし、
持続可能な社会を実現する

Our Commitment［ 私たちの目指す姿］

1 Corporate  Profile



私たちには、届けたい思いがあります。

私たちがつくり、届ける素材・製品が、
私たちが提供するソリューションが、
私たちのすべての活動が、そして、私たち自身の存在が、
人と社会と地球のためになる。

それが、企業理念に込めた、私たちの思いです。

人と社会と地球のために
Philosophy ［企業理念］

Our Commitment［私たちの目指す姿］
人と社会と地球のために、
循環をデザインし、
持続可能な社会を実現する

Philosophy［企業理念］
人と社会と地球のために

Vision ［ビジョン］
循環をデザインする

Mission［ミッション］
持続可能な社会を実現する

金属事業カンパニー
資源事業
製錬事業
資源循環事業

高機能製品カンパニー
銅加工事業
電子材料事業

加工事業カンパニー

再生可能エネルギー事業

R&D /ものづくり

国内拠点・海外拠点

会社概要
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販
売
・
使
用

分解・分離 製　錬

回　収

素材加工・製品製造資源調達

静脈型事業の拡大
使用済みの製品から有用な金属を無駄なく取り出す
独自の金属資源リサイクルを拡大

動脈型事業の強化
⃝  半導体、xEV など成長市場への高付加価値な

製品供給を拡大

⃝ 技術と経験を活かした加工事業の強化

循環をデザインする
Vision 使［ビジョン］入

循環をデザインするということは、静脈機能としての金属資源の循環をデザインすること。
また、その金属をベースに高機能の素材・製品を産み出し、市場に供給する動脈機能を担い、
静脈から動脈、市場を介して再び静脈に戻る大きな循環もデザインすることです。

再生可能エネルギー電力の供給
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販
売
・
使
用

再生可能エネルギー
電力の供給

再生可能エネルギー
電力の供給

カーボンニュートラルの実現に向けた、温室効果ガス削減へ

分解・分離 製　錬

回　収

素材加工・製品製造資源調達

強みをもとに金属資源の循環を構築、対象範囲、展開地域、
規模の拡大によりバリューチェーン全体での成長を実現

静脈型事業

⃝ 世界 60カ国以上のリサイクラーとの E-Scrap 網
⃝ 使用済み製品回収を高効率で実現する基盤 ( 集荷拠点)
⃝ 家電リサイクルで培った高度な分解・分離技術
⃝ 製錬システム活用による高効率のリサイクル技術

資源事業、製錬・資源循環事業
金属事業カンパニー ▶▶▶ P6

動脈型事業

⃝ 高機能素材・加工品( 銅合金・無酸素銅・シリコン精密加工品等 )
⃝ EV コネクター、MRI 向け超電導線のグローバル展開

銅加工事業、電子材料事業
高機能製品カンパニー ▶▶▶ P9

⃝ 難削材・新素材への対応力
⃝ 素材・コーティング技術、技術提案力

超硬工具・タングステン・ソリューション事業
加工事業カンパニー ▶▶▶ P11

⃝ 地熱発電事業の豊富な実績・経験による技術力
地熱・水力・太陽光・風力発電事業

再生可能エネルギー事業 ▶▶▶ P12
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持続可能な社会を実現する
Mission［ミッション］

三菱マテリアルの持つ強みを活かし、
持続可能な社会、「豊かな社会」「循環型社会」「脱炭素社会」の実現に貢献することが、
私たちのミッションです。

持続可能な社会

脱炭素社会

豊かな社会

循環型社会

高付加価値の銅製品を供給するバリューチェーン
⃝ 資源メジャーとの長期友好的な関係による海外銅鉱山への投資
⃝ 高効率、低環境負荷で銅精鉱を製錬できるプロセス
⃝ 強固な顧客基盤と国内トップの銅加工製品生産能力

E-Scrap・超硬工具のグローバルな集荷ネットワーク
⃝ MM メタルリサイクリング社(オランダ )等を活用したグローバルな E-Scrap の集荷網
⃝ 国内おける使用済み超硬工具の回収網

高度なリサイクル技術
⃝ 三菱連続製銅法による E-Scrap の効率的処理
⃝ PGM(白金族金属 )、鉛、錫等の多様な非鉄金属回収を実現するマテリアルグリッド体制
⃝ 幅広い再資源化を可能にする家電等の自動解体、選別処理技術
⃝ 超硬工具スクラップ等から回収したタングステンをリサイクル原料とする 技術・ノウハウ

高機能素材・製品の開発・製造能力
⃝ 無酸素銅、銅合金、鉛フリー黄銅などの開発、製造
⃝ 半導体製造装置向け部材 ( 柱状晶シリコン、シール製品 )の供給
⃝ 素材とコーティング技術を活かした高効率超硬工具製品の提供

再生可能エネルギーの事業基盤
⃝ 地熱資源に関する高度な探査・解析技術
⃝ 地熱発電、水力発電などの長年にわたる事業経験

人材・組織風土・文化
⃝ 多岐にわたる職種や多様な専門性を有する人材
⃝ 課題解決に向け結束できるチーム力
⃝ 経営層と従業員、同僚同士の相互信頼

多面的機能を保全した社有林
⃝ 社有林の適切な整備・管理による生物多様性の保全、持続可能な森林経営(SGEC 認証取得)
⃝ 教育・地域交流の場としての社有林の活用
⃝ 社有林産木材の建築材としての活用

三菱マテリアルの強み
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資源事業

産業の基礎素材「銅」、
その原料「銅精鉱」の安定確保を目指す

「銅精鉱」の安定確保
　現代の社会に必要不可欠なマテリアル「銅」。
新興国のインフラ整備、自動車の xEV 化、IoT
の発展などにより、今後もさらなる銅需要の
拡大が見込まれます。
　三菱マテリアルは継続的な鉱山投資によっ
て、銅の原料となる「銅精鉱」の安定確保を
進めています。当社が権益を保有する操業中
の鉱山は、カナダのカッパーマウンテン鉱山、
チリのマントベルデ鉱山、ロス・ペランブレ
ス鉱山、エスコンディーダ鉱山の 4 カ所です。
また、銅だけではなく、銅鉱山の鉱床に埋蔵
する貴重な有価金属の回収にも取り組んでい
ます。

　チリのマントベルデ銅鉱山では、鉱石中
にコバルトが含有されており、それらを分
離回収する技術開発を進めています。

銅鉱山におけるコバルトの回収

金属事業カンパニー
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製錬事業

世界トップクラスの電気銅供給能力をもとに
資源循環ループのコアサプライヤーになる

高品質な非鉄金属の供給を実現
　三菱マテリアルは、権益保有鉱山からの原
料の安定確保とともに、「三菱連続製銅法」を
独自開発した高い技術力に基づき、原料を製
錬し高品質の電気銅、金・銀などの地金およ
び硫酸などの副産物を生産しています。

　各種電子機器の廃基板(E-S c rap)は
銅や金、銀等を含むことから「都市鉱山」と
も呼ばれており、当社は世界最大規模のリ
サイクル処理能力を誇り、資源循環に貢献
しています。

E-Scrap

　異なる機能を持つ３つの炉を樋(とい)
で接続し、原料から粗銅までを連続的に
生産する方法。設備がコンパクト、省エネ
ルギー無公害といったメリットがあります。

三菱連続製銅法

銅熔錬工程で産出されたアノード
(純度99%)を電解精製した、純度
99.99%以上の高品質な銅地金
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高度な分解・分離技術で
資源循環を実現
　三菱マテリアルグループは、長年培ってきた
鉱山における選鉱技術を基盤にして、家電メー
カーと共同で家電リサイクル事業を全国展開し
ています 。
　現在は 6 社 7 工場 ( 北海道、宮城県、茨城県、
愛知県、三重県、大阪府 ) で操業を行っており、
非鉄金属製錬所とのネットワークを重視して、
循環型社会の構築に貢献しています。

　xEVの普及により、今後廃リチウムイオ
ン電池(L IB)の急拡大が見込まれます。
三菱マテリアルはE-S c rapビジネスで構
築したネットワークを活用し、リチウム、コ
バルト、ニッケルのリサイクルについて、事
業化を目指して検討を進めています。

LIBリサイクル

資源循環事業

様々な非鉄金属資源を含むリサイクル品の
処理拡大を目指し、循環型社会の実現に貢献する
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銅加工事業

国内No.1伸銅品メーカーから
グローバル・ファースト・サプライヤーへ

高機能製品カンパニー

多様な特性・形状の銅加工製品を
ラインアップ
　電気伝導性、熱伝導性などに優れた「銅」。
xEV 市場の拡大や機器の IoT 化に伴い、お客
様のニーズも高性能な銅製品へシフトしてい
ます。
　伸銅品の国内シェアトップを誇る三菱マテ
リアルは、型銅、荒引線から条、板、棒といっ
た伸銅品まで幅広い特性の銅合金、様々な形状
の製品をラインアップしています。また、傘下
の Luvata 社 (フィンランド) の各国拠点との連
携により、銅合金の世界的な販売拡大にも取
り組みます。
　今後もオンリーワン技術による優れた新製
品の開発・供給を通じ、世界中のお客様から
最初に相談を受けるグローバル・ファースト・
サプライヤーを目指します。

　高強度と曲げ加工性、低比重を有し、
小型端子に最適な特性を持つ「MSP5」、
優れた導電性と耐応力緩和特性を有する
「MSP8」をラインアップし、自動車などの
電装化に貢献します。

高性能銅合金MSPシリーズ

電線や巻線、トロリー線などの用途に使用され
る銅荒引線。タフピッチ銅のほか各種銅合金、
ROX®(無酸素銅荒引線)を製造しています。ROX®(無酸素銅荒引線)を製造しています。
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電子材料事業

半導体、xEVマーケットに
必要不可欠な存在として

お客様の求める機能、
価値を効率よく、迅速に提供
　スマートフォン、AI 家電、自動化などの進
化に伴い、半導体関連市場や xEV( 次世代自動
車 ) 関連市場の更なる成長が期待されます。電
子材料事業では、半導体製造装置用のシリコン
加工品、シール材、 自動車用のサーミスタセン
サや熱線カット塗料などの製品分野で世界シェ
ア No.1 の製品を多数ラインアップしています。
　さらに半導体周辺材料・部材の研究開発体
制を強化するため 2023 年 4 月に半導体新事
業開発センターを立ち上げました。
　マーケティング力の強化とあわせ、営業、
開発、製造、経営との連携をはかることでイ
ノベーション、新製品・新事業の創出を促進し、
顧客が求める機能、価値を効率よく、迅速に
提供します。

　三菱マテリアルの温度センサは、「素子か
らの一貫製造」を特長としており、xEVの
熱マネジメントを担う車載用の温度センサ
など各種サーミスタを開発、製造、販売し
ています。

サーミスタセンサ
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加工事業

未来を形づくるマザーツール、
タングステン製品をものづくりの現場へ

加工事業カンパニー

超硬製品でお客様の生産性向上に寄与
　超硬工具は、ものづくりの切削加工における
マザーツール。三菱マテリアルは、「自動車」「航
空機」「医療」「金型」をはじめ、あらゆるもの
づくりに幅広いラインナップをご用意。世界各
地にテクニカルセンターを設置し、部品加工に
不可欠な切削工具、耐摩工具、建設工具などの
超硬製品をお客様に提供しています。
　また、使用済み超硬工具をグローバルに回
収し、超硬原料としてタングステンをリサイ
クルする取り組みを拡大することで、循環型
社会の構築に貢献しています。

　自動車や航空機、医療機器で使用する
部品や材料加工に不可欠な超硬工具。三
菱マテリアルは、素材とコーティング技術
を活かした世界No .1品質の超硬工具を
生産しています。

超硬工具
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地熱、水力に加え、風力、バイオガスを活かし
再エネ電力自給率実質100％へ

再生可能エネルギー

再生可能エネルギー事業

鉱山業で培った技術力で
地熱開発を推進
　三菱マテリアルは、「地球の専門家」として
1 世紀半にわたる鉱山業で培った技術力を活か
し、地熱開発・発電事業に取り組んできました。
1974 年に大沼地熱発電所の運転開始を皮切り
に、現在は 3 拠点での地熱発電事業に携わり、
2024 年には新たに安比地熱発電所が営業運転
を開始する予定です。
　また、水力発電事業は 120 年以上継続して
おり、豊富な操業経験を有しています。
2013 年からは太陽光発電事業を開始し、5 発
電所で安定した操業を行っています。
　これらに加え、食品廃棄物から得られるバイ
オガスによる発電事業も進め、2020 年には営
業運転を開始しています。
　今後も再生可能エネルギー事業を拡大し、
2050 年度には自社消費電力に匹敵する再エネ
発電量の実現を目指しています。

安比地熱株式会社提供

　秋田県で 69年ぶりとなる新水力発電
所で、2022年12月に営業運転を開始
しました。これによって小又川水系の発
電能力は 2,860kW、年間発電量は約
13,400MWhの増加となりました。

小又川新発電所
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ものづくり・R&D

「ものづくり力の別格化」で
新製品・新技術・新事業を創出

研究開発

世界基準の研究開発基盤を構築
　三菱マテリアルは、研究開発から量産化・
事業化までをワンストップで実現するため、
ものづくり( 生産技術 )、開発、マーケティング、
新規事業に関する部門を統合し、ものづくり・
R&D 戦略部として技術革新に挑戦しています。
　同部門はグループの事業競争力強化・新規
事業創出のため、世界基準の強固な研究開発
基盤を構築、グループの工程・プロセス技術
改善、スマートファクトリー化、AI 活用・自動
検査技術の確立、データ収集・基盤整備など
により「ものづくり力の別格化」を推進します。
　また、多様なアイデアを生み出し、世界中
から結集した人材を編成し、新製品・新技術・
新事業を創出することで、持続的な企業価値
向上を実現します。

　研究開発及びものづくり力の強化を推進
するため、2022年4月に中央研究所から
イノベーションセンターへ改称。自然光が
入る開放的なイノベーションセンターのカ
フェスペース。研究員が、横断的に議論す
る場として、ユニークな研究・開発の原点と
なっています。

イノベーションセンター
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Network［拠点］

国内拠点

スペイン三菱マテリアル社ルバタ・ポリ社(フィンランド) インドネシア・カパー・スメルティング社

三宝製作所直島製錬所 岐阜製作所

海外拠点

海外進出国・地域数

31

南米
チリ

アジア
中国、韓国、タイ、
マレーシア、ラオス、
インドネシア、インド ほか

ヨーロッパ
フィンランド、英国、ドイツ、
オランダ、スペイン、イタリア ほか

北米
カナダ、米国、
メキシコ

当社の主な事業所
主なグループ会社

細倉金属鉱業株式会社   金属事業 

若松製作所   高機能製品 

小名浜製錬株式会社   金属事業 

イノベーションセンター 

筑波製作所   加工事業

三菱マテリアル電子化成株式会社   高機能製品 

イノベーションセンター(大宮支所 )

  さいたま総合事務所

エネルギー事業センター

セラミックス工場   高機能製品 

三田工場   高機能製品 

明石製作所   加工事業 

生野事業所   金属事業 

三菱電線工業株式会社   高機能製品 

株式会社 MOLDINO   加工事業

三菱マテリアルトレーディング株式会社   関連事業

三菱マテリアルテクノ株式会社   関連事業

堺工場  高機能製品 

三宝製作所   高機能製品 

インキュベーションセンター

東北電力所  再生可能エネルギー

直島製錬所   金属事業

日本新金属株式会社   加工事業 

岐阜製作所   加工事業 

MMCツールズ・タイランド社

東北電力所(小又川新水力発電所)
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Corporate Profile

事業内容

●  銅・金・銀等の製錬・加工・販売
●  家電・自動車リサイクル
●  機能材料・化成品・電子デバイス等の製造・販売
●  超硬切削工具の製造・販売
●  地熱・水力・太陽光・バイオガス発電

設立 1950 年 ( 創業 1871 年 )

本社 東京都千代田区丸の内三丁目 2 番 3 号

執行役社長 小野 直樹

資本金 119,457 百万円 (2023 年 3 月末現在 )

売上高 連結　1,625,933 百万円 (2023 年 3 月期 )

従業員数
連結　18,576 人
単体　5,450 人 (2023 年 3 月末現在 )

沿革・歴史
三菱マテリアルコーポレートサイトよりご確認ください。 
https://www.mmc.co.jp/corporate/ja/company/history/

会社概要
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